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いろいろな形で地域資源情報や市民活動支援情報を発信しています。フォロー・登録してね！
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MiuraのニナイテVOL14

　7月に「HANPAもろいそ」のカフェスペースの壁を

作るワークショップを行った。参加者とデザインを

考えて一緒に壁を塗った。意外にも、力を抜いて自

然体で行って参加者に喜んでもらえた。それまでは

「がむしゃらにやるのが誠意だと思っていた」

　がむしゃらに働いてきたのは、18歳で父を亡くし　がむしゃらに働いてきたのは、18歳で父を亡くし

て左官を継いだときから。プログラマーになりたか

った鈴木さんは、仕事の段取りと人をマネジメント

するのが好き。頭がよく回るのが災いして、仕事中

にネガティブなことを考えてしまうこともある。　

「精神状態は壁に現れる。夢中になっている人は強

い」

　恩師である左官が厳しい仕事を楽しそうに行って　恩師である左官が厳しい仕事を楽しそうに行って

いたのを見て、その技術にではなくそのあり方に憧

れた。しかし、ご自身は仕事をやりたいようにはや

れず、自分を押し殺しながら働いてきた。10年ほど

前から「土で暮らしをデザインする」という言葉を

看板に掲げている。しかし、土で壁を作る仕事には

なかなか出会えなかった。

　

左官　鈴木一史さん
有限会社左菊　代表取締役 生きやすさを求めて

ニナイテカレッジ2024

「チャリピク」ガイド養成講座

三浦をレンタサイクルで走り、海・山・人を五感で感じ、ピクニックセットを積んで

ゆったりと野点も楽しむ「チャリピク」。お勧めコースやピクニックスポットを

案内して、三浦の魅力を伝えるチャリピクガイドになりませんか？５回連続の講座です。

日　時：第1回　12月7日（土）13：00～17：00

           オリエンテーション（自転車・ピクニックセット体験）           オリエンテーション（自転車・ピクニックセット体験）

　　　  第2回　12月15日（日）13：00～17：00

           コース試走・チャリピク・カフェ

　　　　第3回　12月21日（土）

           モニターツアー実習

　　 　 第4回　モニターツアーふりかえり（12月～1月予定）

　　　　第5回　チャリピクガイド修了ツアー・修了式（1月予定）

場　所：三浦市民交流センター ニナイテおよび三浦市内訪問地場　所：三浦市民交流センター ニナイテおよび三浦市内訪問地

参加費：3,000円（保険料・ピクニック費用）

        別途電動アシスト自転車レンタル代実費1,600円

　　　　　（ご自身の自転車での参加も可能です）

～11月17日の「市民まつり」にチャリピク号がやってくる！～
実際にチャリピク号を展示します。ぜひ実際にご覧ください。

日時：2024年11月17日（日）10:00～15：00　会場：潮風アリーナ

企業・NPO・学校パートナーシップミーティングin横須賀三浦
今年のテーマは「能登半島地震を受けて、改めて三浦半島での防災を考える」
横須賀・三浦より事例発表のあとワールドカフェ形式で意見交換と交流を行います。

日時：2024年11月30日（土）13:00～16:00 

場所： 神奈川県立保健福祉大学 管理図書館棟 大会議室 

対 象 横須賀・三浦の地域・社会課題を協働・連携しながら解決することに関心のある NPO、CSR、CSV、対 象 横須賀・三浦の地域・社会課題を協働・連携しながら解決することに関心のある NPO、CSR、CSV、
地域活性化に向けた取組みに関心のある企業 地域貢献活動や産学連携に関心のある教育機関、その他、
行政、地域のステークホルダー、学生等 

定員：30人

主催：横須賀三浦パートナーシップ実行委員会

共催：神奈川県立保健福祉大学 

協力：横須賀市、三浦市、横須賀商工会議所

申し込み・問合せ：(特非)YMCAコミュニティサポート申し込み・問合せ：(特非)YMCAコミュニティサポート

 横須賀市立市民活動サポートセンター内 電話046-828-3130（吉永）

参加申込み

QRコード

　今から1年ほど前に、その言葉に惹かれたという

発信活動家のナオさんと出会った。現在インターネ

ットの音声配信で新しい時代の働き方について語り

合っている2人は、理想と現実がつながらず、生き

やすさを求めてもがいていたところが似ていた。ナ

オさんのおかげでワークショップやアート作品の制

作などの新たな表現の場を得た。

　職人に対する教育方法も変わった。以前はその人　職人に対する教育方法も変わった。以前はその人

を自分と同じ職人に育てようとしていた。今はその

人が持っている課題やビジョンを大事にしている。

「自分の仕事が他人に喜ばれることを大事にして欲

しい」

　今後は大勢の人とワークショップをやっていきた　今後は大勢の人とワークショップをやっていきた

いという。ワークショップはコミュニティのための

空き家の再活用にも有効だと考えている。そして左

官の技術や歴史を多くの人に伝えたい。後継者につ

いては「まずは自分が楽しく仕事をすることが前　

提。その姿を見て誰かが継いでくれるのが理想」と

話していた。(市民記者　にがうり)
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T E L：046-845-9919
F A X：046-845-9229
Email：info@miuracc.org
H    P：miuracc.org

参加者募集中イベント情報・お知らせ
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